



(1)逆 様 の立場 か ら
筆 者 は,教 育学 部 の心 理教 育相 談室 の 運営 を
主 な仕事 と してい る。 この相談 室 で は,主 に子
ど もの心 理 療 法 とその 親 の相 談 にの ってい る。
ここでの相 談の8割5分 くらい を不 登校 の問題
が 占 め て い る。子 ど もの心 の ケ ア を考 え る時,
《不 登校 》 が今 日的問題 と しての 重 要性 を もっ
て いる こ とを実 感 してい る。
子 ど もの心 理 的 ケ アの重 要性 が,か な り認 め
られ る よ うに な って きた。_,ど もの 生活 の 中心
は,学 校 で あ る。 その学 校生 活で 子 ど もの理解
者 とな る教 師 に も,カ ウ ンセ リングや子 ど もの
心 理 的 世 界の理 解 が求 め られ る よ うになっ て き
た。 教 師 は,い わ ば教室 の ス ターで あ る。子 ど
もた ちの注 目を一 身 に浴 び てい る。表 舞 台で演
じる人 で ある。 そ れ に対 して,心 理療 法 家 は裏
方 であ る。 何 か起 きなけれ ば,通 常遭 遇 しない
職業 人で ある。教 師 と心 理療 法家 は,同 じ子 ど
もとい う現 実 に逆方 向 か らかか わ ってい る。 い
わば,同 じコ インの裏 と表 をそ れぞ れ見 てい る
関係 にあ る。 したが って,本 論文 におけ る不登
校現 象の検 討 は,子 ど もとい う現 実 を逆様 の立
場 か ら吟味 す る試み であ る。
(2)不 登校 の拡 大
不登 校問題 の 今 日的重 要性 は,不 登 校の 著 し
い増 加 に あ る。 そ こ で,ま ず統 計 的 側面 か ら,
不 登校 と言 う出来事 を展 望 して みた い。不 登校
の相談 の実態 は,実 に様 々であ る。例 えば,「 も
う2年 ほ ど学校 に行 って いな くて,ず っ と家 に
い ます」 とい う方 が相 談 にみ え る こ と もあ る。
また,「 娘 が不 登校 に なって しまった」 と訴 え ら
れ るの で,詳 しく聴 い てい くと,ま だ2日 しか
休んで い ない場 合 もあ る。 下表 は,2002年8月
9日 に文部 科学 省 が発 表 した 「学校 基本 調 査速
報」 を,基 礎 資 料 に してい る。 この調 査 で は,
各年度 中に 《不登校》 を主 たる理由 と して30日
以上 欠席 した こ とを調査 の 基準 に してい る(全
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児 童生 徒数 に対 して不登 校 が 占め る割 合 を,出
現率 と して表記 した)。 小学 校で は2万6千 入,
中学 校 では11万3千 人,合 計13万9千 人が30
日以上 休 ん だ こ とになる(ち なみ に,神 奈 川県
は,約9千 人 くらいで ある)。
94年 度 か ら2001年 度 までの8年 間に倍近 くに
増 加 してい る。2000年 度 に不登 校 は,中 学校 で
2.6%を 占め る ようになった。 この出現率 は,38
人 に一 人 の割 合 で 発生 す る とい う計 算 にな る。
99年 度 が,43人 に一 人 の出現 率 で あ った。 し
たが って,い よい よ40人 を切 った とい う点 で,
2000年 度 の 出現 率 は重要 な意味 を持 つ数字 であ
る。 あ くまで 数字 の上 で の こ ととはい え,一 ク
ラ スに一 人ず つ不 登校 の生 徒 が含 まれ るわ けで
あ る。 今 日の不 登校 は,中 学校 の現場 にお いて
かな らず 遭遇す る出来事 なの であ る。
(3)高 校 の不登 校
「不登 校が13万 人 を超 えた」 と報道 され,不
登校 の問題 は ます ます重 要 な課題 となってい る。
しか し,こ れ は小 中学校 の出来 事 であ る。文 部
科 学 省 の調 査 も高校 生 は対 象 か ら外 れ て い る。
小 中学 校で は学 年 が あが る につ れ て,不 登校 の
発 生率 は右 肩 上が りで増 加 してい る。 したが っ
て,高 校 にお い て急 に不 登 校 を引 き起 こす 要因
が な くなる わけ は ないだ ろ う。 高校 生の 心 の危
機 は,や は りあ るだ ろ う。 しか し,そ れ は 《不
登 校》 とい う形 で 実 を結 び に くい とい う事情 が
あ る。
中学 校 で は相 対 的 に,の ん び り学 校 を休 む こ
とがで きる。 例 えば,中 学1年 の時 に不 登校 に
な り,学 校 に まるで登校 しな くて も,中 学2年,
中学3年 と進級 して,そ の ま ま卒業 す るこ とが
で きる。 一方,高 校 で は,す ぐに留 年 か,自 主
退 学 か とい う選択 を迫 られ て,学 校 を休 む上限
が切 られ て しま う。不 登校 の 生徒 は,あ くまで
学 校 に在 籍 して い るか ら こそ,《 不 登校 》 なの
で ある。学 校 を辞 め て しまえば,た だの 人 にな
っ て しま う。 したが って,高 校 時代 お いて は,
不 登校 とい う教育 問題 は,医 療の 問題へ 場 所 を
替 えて い くことに なる。この ような現状 のため,
高校 の教 員 の不登 校 につ いて の情報 量 は,個 人
差 が 大 きい よ うであ る。個 人的 に関心 を もって
勉 強 してい る教 員 と,ま っ た く不 登校 につ い て
基本 的知 識 を もって い ない教 員 に二極 化 して い
る。 近 年で は,不 登 校の 問題 も,自 主 退学 生徒
の増 加 問題 の一 分野 を構 成す る もの と して共有
されつつ あ る。
II不 登校 とは何 だろ うか
(1)学 校恐怖 か ら不登校 へ
現 在,《 不 登校 》 と呼 ばれ て い る事 態 は,次
の① ～③ の よ うに名 前 を変 えて現 在 にい た って
い る。
①学 校恐怖 症(schoolphobia):最 初 は,恐 怖
症の1つ の形 態 と不登校 は考 え られて いた。恐
怖 症 には,高 所恐 怖,閉 所 恐怖,先 端 恐怖,視
線恐怖,動 物 恐怖 な ど,い ろい ろあ る。 それ ぞ
れ特 定 の恐怖 対 象 を もって い る。 先端 恐怖 だ っ
た ら鉛 筆 の 先,馬 恐怖 だ っ た ら馬 が恐 くな る。
同 じよ うに,不 登 校 も,学 校 が恐怖 対 象 と して
特定 され た恐怖症 と考 え られた。例 えば,「 普段
は普 通 に して い るの だ けれ ど,学 校 の近 くまで
い くと強 く緊張 し,校 門前 まで行 くと顔面 蒼 白
にな って脂 汗 がで て くる。 そ して校 門か ら1歩
も踏 み 出せ ない 。」。 この よ うなケー ス は,不 登
校 の古 典的 な ケー スで ある。 今 で も,存 在 して
いる。 しか し,「 どう したわけか学校 にいけない。
しか し,行 け る と きは普通 に行 って 普通 に過 ご
す」 とい う ような ケー ス も,そ うと う存在 して
い るこ とが段 々明 らか に なっ てい った。 この よ
う な臨床 像 は,恐 怖 症 とい う枠 に収 め きれ な く
なった のであ る。
② 登校拒 否(schoolrefiusal):そ こで,次 には,
《登校 拒否 》 と呼 ばれ る よ うに なった。 とこ ろ
が,登 校拒 否の 子 ど も本人 は,実 は,学 校 に行
きたい と思 って いるので ある。 む しろ,「 行 こう
と思 って いる の に,行 くこ とが で きな い」 とい
うところ に,本 人 自身の苦 しみがあ る ことが段 々
..
不登校現象の基本問題
に理解 され る よ うにな った。彼 らは,国 語 的 な
意味 で 《拒 否》 してい るわけで はない のであ る。
登 校拒 否 の 《拒 否 》 は,臨 床 像 の本 質 とズ レて
いたの であ る。
《学 校嫌 い》 とい う教育 用語 も同 じズ レを抱
えてい た。先 の文部省 の調査 で は,97年 度 まで,
《学 校嫌 い》 とい うネー ミングを使 用 してい た。
この調査 におい て,《 学校 嫌い》 は,「 心理 的 な
理 由 な どか ら登校 を嫌 って長期 欠席 した者」 と
定義 され て いた。不 登 校 は,学 校が 嫌 いで登 校
しない わ けで は ない。 したが って,97年 度 まで
の 調査 にお ける 《学 校 嫌 い》 とい う名称 は,実
態 にそ ぐわ ない もので あった。
③ 不登校(non-attendanceatschool):そ して,
現在 は,《 不 登校》 と呼 ばれ るよ うになった。 こ
の不登 校現象 は,次 の3点 にま とめる ことがで き
るだろ う:(1)怠 けてい る とか,学 校 が嫌い なの
で はない,(2)自 分 では登校 したい と思 ってい る
の だが,ど うして も行 けない,(3)無 理 に登校 し
て も,頭 痛 や嘔吐 な どの 身体症状 がで て,学 校
にお れ な くなる よ うな状態 で あ る。 本論 文 に お
いて は,こ の3点 を手が か りに して議 論 を展 開
して い きたい と思 う。
先の調 査 で は,98年 度か ら 《不 登校 》 とい う
言 葉 を使 用 し始 めて いる。こ こで は,《 不 登校》
は,「 何 らかの心 理的,情 緒 的,身 体的,あ るい
は社 会的 要 因 ・背 景 に よ り,登 校 しない,あ る
い は した くと もで きない状 況 にあ る者 」 と定義
され て いる。 い わば,こ れが文 部行 政 上の不 登
校 の定義 で あ る。この調 査の量 的推移 を辿 る と,
97年 度 と98年 度 の間 に2万 の激増 があ る。 そ
して,99年 度 は,増 加ペ ー スが 落 ち着 い てい る。
98年 度 の激増 の理 由 は,文 部 省の調 査上 の定義
の変更 にあ る。 この 変更 の結果,そ れ まで 「そ
の他」 に分類 された長期 欠席 者が,《 不 登校 》に
含み込 まれたた め に激増 したので ある。
(2)状 態記述 と原因記述
不登校 という教育用語は,実 は状態 を記述 し
たラベルに過 ぎない。「学校 に行っていない」 と
い うこ とを,漢 字 三文 字 で表 した に過 ぎな い。
診 断 ラベ ル には,こ の よ うな状 態記 述的 な場 合
と,原 因記 述 的 な場 合が あ る。 不登校 とい うラ
ベ ルは,な ん ら原 因 につ いて語 っ てい ない。 し
たが って,「 不登校 に罹 ったか ら,学 校 に行 けな
くな った」 とい う議 論 は 同語 反復 であ り,何 も
言 ってい ないので ある。
不 登校 とは,原 因 を不 問 に した教 育用 語で あ
る。あえて不 登校 の原因 を挙 げる とす る な らば,
「そ れは,様 々だ」 と しか言い よ うが ない。不 登
校 とい う現 象は,発 熱 に似 て いる。風 邪 をぴい
た時 も熱 が 出 る し,癌 の よ うな大 きな病 気 に苦
しんで い る時 に もで る。 それ か ら,激 辛 カ レー
を食べ て も体 温 は上昇 す る と思 う。 正常 範 囲の
ものか ら,重 症 の病 的事 態 まで様 々な状 況 で熱
が 出 る とい うこ とが起 きる。不 登校現 象 も,同
じであ る。例 えば,目 の前 の不 登校 が,精 神 病
の前 駆段 階 の表 れで あ る場 合 もあ る。妄 想 や幻
覚 に苛 まれ てい れば,学 校 にい くどころで は な
くな るはず であ る。 あ るい は,拒 食症 にか か っ
て,栄 養失 調 で フラ フラだ った ら,や っぱ り学
校 に出てこ られ ない。同 じ不登校 とい って も,そ
の 内実 は実 に多様 なの であ る。
(3)引 き金
不 登校の 《原 因》 は,一 人一 人違 う。そ こで,
直接,本 入 に ど う して学校 に行 か な いのか 理由
を訊 いてみ る と,本 人 な りに,学 校 に行 か ない
理 由 をい う場 合 もあ る。 例 えば,「 虐め られたか
ら」,「先生 が嫌 いだ か ら」,「勉 強 が分 か らない
か ら」な どの理 由 を述べ るこ とが ある。この時,
本 人の 述べ る訴 えは尊 重 され る必 要が あ る。本
人 と一緒 に右往左 往 す る こ とで,親 や担 任教 師
が 真剣 に取 り組 んで い る こ とが本 人 に伝 わる だ
ろ う。 しか し,こ の 《理 由》 に振 り舞 わ され な
いでい るこ とも大切 であ る。例 えば,「 担任 が合
わ ないか ら学 校 に行 か ない」 と本 人が述 べ たの
で,無 理 して担 任 を降 ろ して交 替 した とす る。
しか し,交 替 して も変化 の ない こ とが 多 い。短
絡 的 に 《理 由》 を額面 どお りに受 け取 る と,足
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元 をす くわ れて腹 を立 て る羽 目に なる。周 囲が
腹 をた てて,本 人が針 の む しろに置 かれ た状 態
に陥 り,お ちお ち家 で 休 め な い とい う場 合 は,
問題 が こ じれて い くだろ う。
本 人 の述べ る 《理 由》 は,い わゆ る 《原 因》
と区別 され るべ きだろ う。中井 ・山 口(2001,pl9)
は,次 の よ うな ラク ダの た とえ話 を紹 介 して い
る。 ラ クダの背 中 に ワラ を一 本ず つ載 せ てい っ
た とす る。 いず れ ラ ク ダは,ワ ラの重み で倒 れ
るだろ う。ラク ダが倒 れ たのは,最 後 の一本の ワ
ラが 《原 因》 で は ない。 しか し,ご く軽 い ワラ
ー本 が大 きな問題 を引 き起 こす 《引 き金》 とな
るこ とはあ るの だ。不 登校 は,非 常 に心 の深 い
ところ で起 きて い る出来 事の 現 われで あ る。 そ
の ため,本 人 もよ く分 か らない まま学 校 にい け
な くなる こ とが 多い 。 だか らこそ,子 ど もの深







引 きかえ,中 学校の不登校は着実 に増加 してお
り,思 春期における不登校問題の重要性が窺え
る。そこで,思 春期における不登校 を特に取 り
上げて議論 したいと思 う。
(1)無 気 力型不登 校
中学 生の時期 に入 る と,《 無気力型 の不 登校》
とい うタイ プの不 登校 が 出現 し始 める(例 え ば,
篠原,2001)。 この タイプの不 登校 は,次 の よ う
な状 態 を呈 す:「 なん とな く学校 に行 く気 にな
れ ない。 学校 に行 きた いわ けで も,行 きた くな
いわけ で もな い。本 人 自身 は困 って い ない。 し
いて困 ってい る こと と言 えば,退 屈 であ る こ と。
親 や担任 にあ れ これ言 われ るの は うる さい。 で
も,特 に親 や担任 が 嫌 い なわ けで もない。」。 こ
の よ うな 《無 気 力 型不登 校》 は,不 登校 の 中核
群 で は な く,亜 型 の不登 校 の よ うに見 え る。 な
ぜ な らば,不 登 校現 象の 特徴 は,「 自分 で は 登
校 したい と思 って い るの だが,ど う して もいけ
ない」 とい う ところ にあ るか らで ある。 この タ
イプの 不登 校 を単純 に考 えた な らば,「 怠 け て
学 校 に行 って い ない だけ」 よ うに見えが ちで あ
る。 しか し,筆 者 は,こ の タイ プには 《思 春 期
の 発達 課題 》 が深 くか か わ って お り,特 別 に重
要 な不 登校 の タイプで あ る と思 う。 そ こで,思
春期 の発 達課題 につ い て議論 を した い。
(2)思 春 期内閉
思春期 の訪 れの大切 な指標 は,《 こ もる感 じ》
の 出現 で あ る。 親 や教 師 な どの 視点 か ら見 た場
合,具 体 的 には,次 の ような特徴 と して現 れて
くる,と 河合(2000,pp51-52)は 指 摘 してい る:
① 無愛 想 に なる,② 無 口 にな る,③ 体 の動 きが
重 くな った感 じが す る。 そ して,親 の主 観的 な
感 覚 と して は,④ お互 いの 間の 気持 ちの交流 が
ない ような感 じが す る。 子 ど もが どこか他 の 世
界 に行 って しまった よ うな感 じを体験 す る親 も
い る(河 合,2000,pp51-52)。 この よ うな思春 期
の 子 ど もの こ もる心性 は,《 思 春期 内 閉》 と呼
ばれ てい る(例 えば,山 中,1978,p204;山 中,
1996,p177)o
思春期 にお いて,自 分 ら し さを明確 な形 で把
握 す るこ とは,特 に大切 な発達 課題 であ る。 「自
分 自身 とは何者 か?」 とい う問 い は,我 々の 毎
日の生 活 の土台 を問 うて い る。 これは,大 変 重
要 な問い であ る。 この土 台 が確 か め られ なけれ
ば,本 来,「 毎 日の生 活 を どう営 むのか?」 とい
う枠組 もゆ らいで しま うはず で あ る。思春 期 と
は,こ の問 いにす なお に立 ち止 まる時期 で あ る。
この課 題 に取 り組 む ため には,た いへ ん な心 理
的 エ ネルギ ー を消耗 す る。 その た め,内 にこ も
る こ とに よって,内 側 の仕事 にエ ネル ギー を集
中す る必 要が でて くる。 思春 期 の子 ど もは,内
に こ もるこ とを必 要 と してい る。 その ため,思
春 期 には何 らかの形 で内 閉状 態 が起 きて くる。
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学 校場 面 で は,思 春期 の子 ど もた ちは,授 業
で あ ま り発 言 しな くなる。 この現 象 も,こ もる
心 性 の表 れ であ る。小 学 生 まで は,教 師が 発 問
す る と,競 って 「ハー イ」 と手 を挙 げ る。 そ れ
が,中 学 にな る と,シ ラー と した重 い空気 にな
る。微 妙 な形 で は あるが,少 し成績 が 落 ち るこ
と もあ る。 この現 象 は,エ ネル ギーが 内的 仕事
に吸収 され て,外 的仕 事 の使 え る分が 相対 的 に
減 って しま うた め生 じる。 これ くらい は,ま っ
た くそ れ と気 づ か れず に経 過 してい くもの で あ
る。 ところ が,文 字 どお りの 閉 じこ も り状 態 に
陥 って しま った状 態が,不 登校 なの であ る。
思春 期 の 内界 の仕事 は,深 い無意 識 の体験 で
あ る。 そ の深 さは,言 葉 で明確 には とらえ られ
え ない深 さであ る。 その ため,無 気 力 型の不 登
校 の よ うに,「 なん とな く学 校 にい く気 に なれ な
い」 と しか 言 えな くな る。無気 力 型の 不登 校 こ
そ,実 は,「 思春期 型不 登校 の純粋 形」 とい える
か も しれ ない。 普通 は,本 人 も大 人 もな ん らか
の 日常 的 な理 由 を見 出そ う と努 力 しが ちな もの
で ある。 例 えば,① イジ メ られ たか ら,② 先 生
が嫌 い だか ら,③ 勉強 が 分か らないか ら,と い
うよ うな理 由で あ る。 何 か分 か らない とい う事
態 ほ ど人 間 を不安 に させ る ものは ない。だか ら,
何 らかの 見かけの 形 を取 り易 いので あ る。
一般 的 に
,移 行段 階 は不 安 定 な 時期 で あ る。
外 側 か らの 圧力 に弱 くな る。喩 えて いえば,サ
ナギ状態 の思 春期 は,家 の大 規模 な改造 工事 を
して いる よ うな もの であ る(河 合,1970,pp6ユ ー
63,を 参照)。 この よ うな改造 中 に運悪 く台風 が
くる と,家 が壊 れや す い。サ ナギ の殻 は,こ の
不安 定 な時期 を保 護 す る働 きがあ る。思 春期 の
内 閉は,こ の殻 と して の意味 を持 ってい る。
思 春 期 内 閉 は,日 常 生活 の 視 点 か らみ る と,
非 生産 的で病 的事 態 と評 価 されが ちで あ る。 し
か し,移 行 段 階 を保護 す る機 能 とい う重 要 な役
割 を もって い る。 い たず らにサナ ギ をつ つ いて
変性 状態 の イモ ム シ を殻 か らひっぱ り出そ うと
す るの で はな く,サ ナ ギ状 態 を尊 重す る姿勢 が
必 要 な ので あ る。 思 春 期 の不 登 校 に対 して は,
まずそ の状 態 を尊重 して 待つ こ とが とて も大切
にな って くる。 時が熟 す る前 に学校 につ れ だそ
うとす るこ とは,サ ナギ をやぶ くこ とと等 しい。
ところが この 《待つ》 とい うことは実 は難 しい。
そ こで,専 門家 との 暖か な信 頼関 係 と見通 しに
よる支 えが必 要 に なる。 つ ま り,心 理療 法 が必
要 となって くる。 しか し,最 初の相 談相 手 は担
任 であ る こ とが ほ とん どで ある。 だか らこそ教
師,教 師志 望 の学 生 が,不 登校 とその心 理 的世
界 につ いて学ぶ必 要性 がで て くるの であ る。
(3)サ ナ ギの時期
思春 期 は,《 サ ナギ》 に喩 え られ る こ とが あ
る。サ ナギ とは,イ モ ム シか らチ ョウへ と移行
す る中 間段 階で あ る。 思 春期 の子 ど もも,子 ど
もか ら大 人へ と移 行 す る中間段 階 にい る。 そ の
ため,河 合(1992,pl43;2000,P52)は,思 春期 を
《サ ナ ギの時 期》 と呼 ん でい る。サ ナ ギの 内側
で は,イ モ ム シか らチ ョウへ の変 身 とい う重 要
な作業 が な され てい る。 しか し,サ ナ ギの外 側
か らはそ の活 発 な作業 が 見 えない。 思 春期 内 閉
状 態 も,大 人か らみ れば活 動性 が乏 し くなっ た
ように見 え るが,内 側 で は活発 な心 理 的作 業が
進 め られ て いる。思 春 期 は,サ ナ ギ に似 た状 態
なので あ る。
IV不 登校 と身体症状
(1)不 登校 の身体症 状
不 登校の 子の 多 くは,身 体症状 を伴 ってい る。
代 表的 な身 体症状 は,① 頭 痛,② 腹 痛,③ 吐 き
気,④ め まい,の4つ であ る。 これ らの 身体症
状 は,特 に不 登校 の前駆段 階 か ら発現 して くる。
言 わば,身 体 症状 は,不 登校 の前兆現 象で あ る。
また,身 体症 状 は,不 登校 の 初期段 階 で も出現
す る。 多 くの場 合,こ の 時期 に,親 や教 師 が説
得 した り,力 ず くで登 校 を促 そ うとす る。 この
よ うな外 圧 に屈せ ず,ガ ッチ リ と した不 登校 状
態 が構築 され る と,多 くの場 合 は身体症 状 が消
失 して い く。
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身 体症状 が 出現 した り,消 失 した りす る こ と
に は意 味 が あ る。 不 登校 の な り始 めの 段 階 で,
普通,周 囲の 大 人は,善 意 か ら登校 す る ように
説得 した り,力 つ くで登校 を促そ う とす る。 身
体症状 は,こ の善 意 の外 圧か ら,子 ど もの 内 閉
を守 る役割 を果 た してい る。 別の 言い 方 をすれ
ば,身 体症 状 は,イ モ ム シか らサ ナギ への 変換
過 程 を保護 して い る。 カ ッチ リ したサ ナ ギが形
成 されて し まえ ば,身 体症 状 の役割 が な る。役
割 が な くなれば,自 然 に身体症 状 が消失 してい
くので あ る。
不登 校 の子 ど もば か りで な く,学 校 の 中に は
不 登校 予備 軍 の広 いす そ野 が あ る。 心理 的 に不
安 定 な子 ど もた ちは,自 分 の心 理 的世界 をなか
な か言 葉 で表 現 す る こ とが で きな い。 そ こで,
言葉 の替 りに体 で訴 え るので あ る。 様 々な身体
症状 は,子 どもたちの 《心 の声 》 なので ある。
心 の中 の問題 が,身 体的 問題(つ ま り,身 体
症状)に 置 き換 わる現 象 は,《 身体 化》 と呼 ば
れて い る。 逆 に,心 の 中の出 来事 を言葉 で表 す
こ とは,《 言語 化 》 と呼 ばれ てい る。 この言 語
化が で きない 時 に,身 体化 が生 じて くる。裏 返
せ ば,言 語 化 が で きれば,身 体化す る必 要性 は
な くな る。 つ ま り,身 体症状 が消 え るはず であ
る。 だか ら,体 調不 良 を訴 える子 どもた ちの話
を じっ く り聴 いてあげ る ことが大切 なの であ る。
身体症状 を訴 えて保 健室 を訪れ る子 ど もた ちは,
そ こで様 々な話 をす る。 もちろん,直 接 的 に こ
こ ろの内面 を語 りは しないだ ろ う。 しか し,一
見,雑 談 の よ うにみ え る話 を注 意深 く聴 い てい
る と,彼 らの内面が垣 間 見えて くる はず である。
(2>保 健 室登 校
様 々な理 由で,子 ど もは学 校 に行 けな くなる。
そ して,そ の不 登校 の形 態 は様 々であ る。例 え
ば,① 「教 室 に は入れ な くなって しまった。 し
か し,学 校 まで はこ られ る」 とい う場 合が ある。
逆 に,② 「ず っ と家 に閉 じこ もっていた子が,学
校 まで出 て こ られた。 しか し,ど う して も教 室
の 中には まだ入 れな い」 とい う場 合 もあ る。 そ
う言 った時 に,学 校 生活 の 中で受 け皿 とな り易
い ところが,保 健室 で ある。そ のため,《 保健室
登校 》 は よ く見 られる現 象で ある。
《保健 室 登校 》 とは,学 校 まで は来 られ るけ
れ ど,保 健 室 で 過 ご して帰 る形 の 登 校 で あ る。
保健 室登 校 と言 っ て も,ピ ンか らキ リまであ る。
1週 間 に一 度保 健 室で過 ごす こ とで精 一杯 の場
合 もあ る。 また,一 般の 生徒 の 登校 時間帯 を避
けて,遅 れて登校 し,早 く帰 宅す る場 合 も多 い。
保健 室 で過 ごす の は一時 間 が限 界 とい う状 態 も
ある。 この よ うな状 態 は,不 登校 の 一部 と考 え
て よい と思 う。 また,不 登校 と同 じよ うに,朝
起 き られ な くな った り,頭 痛,腹 痛,吐 き気 が
起 きた り して,登 校 を渋 る。
日本学校 保健 学会 は,96年 に保健 室登 校の実
態調 査 を実施 して いる(森 田,1998を 参考)。 保
健室登校 の存在 す る小学校 は,全 体 の37%を 占
め てい る。 中学 校で は55%,高 校 では44%の
学校 に保 健 室登校 の子 どもが存在 してい る(こ
の調 査 は悉 皆調 査で は な く,調 査 対 象は372校
で あ る)。 この よ うな現 状 を踏 まえ て,99年 度
の 中央 教育審議 会答 申で,保 健 室 は,「 心 の居場
所 と しての保 健 室」 と位 置づ け られ た。
(3)身 体 的ケ アの効果 と危険性
養 護教 諭 は,身 体 的 ケア とい う切 り口 か ら不
登校 や,そ の予備 軍 の子 ど もた ち との 関 わ りに
入って い くこ とが多 い。 これは,た いへ ん な利
点 であ る。思 春期 の心 理 的世 界 は なか なか言葉
で扱 うこ とが難 しい性 質 を もってい る。 その た
め,箱 庭 や夢 な どの イメー ジ を導 入す る必 要 も
生 じて くる。身体 的 ケ アの利点 は,言 語 を介 さ
ず に直接 的 に ケアす る こ とが で きる ところ にあ
る。
身体 的 ケア は,影 響 力 が強 い とい う特徴 が あ
る。 例 えば,非 常 に強い不 安 や恐怖 に と らわれ
て い る人 に,何 か言 葉 をか け る よ りも,体 を さ
す って あげ る方 がそ の 人を安定 させ る力 は大 き
い か も しれ な い。 一 方,そ の影 響 力の コ ン トロ
ー ル が しに くい とい う側 面 もあ る。 その ため,
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身 体的 ケアの訓 練 を きっち り受 け てい る必 要が
あ る。 一般 の教 師 や,心 理療 法 家が 体 に触 っ た
りす る と取 り返 しのつ か ない失 敗 を引 き起 こす
危険性 を もってい る。
言 葉 は,通 常,何 らかの意 味 を伴 っ て伝達 さ
れ る。 しか し,意 味 が 伝 わ らない こ と も多 々あ
る。 そ の上,相 手 が 不安 や恐怖 に とらわれ てい
る と,曲 解 されて しま うこ ともあ る。 身体接触
は,言 葉 以 上 に相手 に ど う受 け取 られ るか を コ
ン トロー ルで きない面 があ る。例 えば,身 体接
触 をセ クシ ャル な意 味 で受 け取 られ る場 合が あ
る。思 春 期 にお い ては,性 は特 に大 きな意 味 が
あ る。性 や異 性 を十 分 に 自分 の もの と して受 け
入 れ てい ない状 態 の 思 春期 の子 ど もに とって,
たいへ ん な脅 威 と して体験 され易 い。 不 用意 に
身体 接 触 す る と,強 い 不安 を引 き起 こ した り,
後 々長 く残 る よ うな心 の傷 を負 わせ る こ とにな
りか ね ない。 したが っ て,思 春 期 の子 ど もとの
身体接触 は,特 に慎 重 で なければ な らない。
V適 応指導教室のサナギたち
(1)学 校 の外 の居場 所
最近,ス クー ル カウ ンセ ラー を学 校 に配 置す
る取 り組 みが 国 レベ ルで展開 して いる。2001年
度 か ら5年 計画 で,中 学 校での スクー ルカ ウ ン
セラー配 置が制 度 化 され る。2005年 度 まで に3
学級 以上 の全 国約1万 校 に配置 され る予定 であ
る。今 後,中 学 校 にお い ては,ス クー ル カ ウ ン
セ ラ ー とカ ウ ンセ ラー室の 活用 が,大 きな課 題
にな って い くもの と思 わ れる。 保健 室 ・ス クー
ルカ ウ ンセ ラー室 の活 用 な どに代 表 され る学 校
内 の取 り組 み に対 して,学 校 の外 に居 場 所 を作
る取 り組 み も行 わ れて い る。そ の 中で,《 適 応
指導 教 室》 が特 に重 要 な役割 を果 た してい る と
思 う。 そ こで,適 応 指導 教室 で サ ナギ た ちが ど
の よ うに過 ご して い るのか につ い て考 えてみ た
いQ
《適応指導教室》 とは,不 登校児を集めた居
場所である。彼 らが,適 応指導教室に集 まって
くる道筋 をた どってみ よ う。① 学校 に行 け な く
なって しまった子 ど もは,ま ず は家 にい る。②
状 態 が落 ち着 い て くる と,少 し動 き出 した くな
る。 家庭 での対 人 交流 は,狭 い もの であ る。 少
し窮屈 にな る。 だか ら,対 人交 流の幅 を広 げて
み た い。 しか し,ま だ学 校 まで は 出 られ ない。
学 校 での対 人交流 は広す ぎる。③ そ こで,学 校
以外 の子 ど も同士 の交流 で きる場 はない だ ろ う
か,と 探 し始 め るU適 応 指導 教室 は,こ の よ う
な状 況 にい る子 ど もた ちの受 け皿 なので あ る。
適応 指 導 教 室 の 子 ど もた ち は,勉 強 した り,
遊 ん だ りして い る。 トラ ンプ した り,卓 球 した
りす る。時 々は,料 理教 室 を した り,サ イ ク リ
ングに行 った り,バ ドミ ン トンや野球(ゴ ム ボ
ー ル レベ ルだ が)を した りす る。 内容 は,さ し
て特別 の こ とがあ るわ けで は ない。勉 強す るこ
と,遊 ぶ こ とは,そ れ 自体 が 目的で はな い。 こ
れ らはすべ て,心 と心 を交流 す るため の素材 で
あ る。心 と心 の 交流 がそ こにあ り,そ の土 台の
上 に乗 って こそ,勉 強 す るこ と も,遊 ぶ こ と も
意味 を持 つ の だ。 いわば,そ れ らは オカ ズで あ
る。大切 な こ とは,ご 飯 を どうおい し く食べ ら
れるか,と い う点 にある。オ カズに懲 りす ぎて,
ご飯 を食 べ るの を忘 れて しまった ら,本 末転 倒
で あ る。
不 登校の子 ど もにかかわ る親 や教師 は,「 学 校
に行 けない の な ら,少 しで も学 習 が遅 れ ない よ
うに適応 指導教 室 に入 れ よ う」,あ るいは,「 少
しで も学 校 に類 似 した場 所 に通 わせ よ う」 と思
い が ちで あ る。 しか し,遅 れ た学習 を補 うため
に適 応指 導教 室 に入 れ よ う とす るこ とは,本 末
転倒 なの で ある。 親の 中 に は,「 学 校 を休 む と,
学 習 が分 か らな くなる。学 習が 分 か らないの で
学 校 に行 きに くくなった。」 とい うあ る種 の 《二
次 災害》 を心 配す る人 もい る。 実際,こ の形 の
悪 循 環 に陥 った よ うに見 え るケー ス もあ る。 し
か し,筆 者 は,多 くの 子 どもは,登 校 で きる よ
うにな る時 は,勉 強が 分か ろ うが分 か る まい が
登 校 す る,と い う印象 を持 って い る。 勉強 の遅
れ を取 り戻 さない と登校 で きない,と い うこ と
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は ない。勉 強 の 遅れ が ない こ とは,登 校 で きる
こ との必 要条 件 で はな い。 また,学 力 が あ るこ
と と,登 校 で きる こ とは無 関 係 で あ る よ うだ。
例 えば,学 校 には 日頃 ま った く通 って いない に
もかかわ らず,定 期 テス トだけ は常 に参加 して,
常 に学年 トップ クラ スを維持 してい た不登 校 の
子 ども もい る。
(2)対 人 交流 の展開
適 応指 導教 室 に 入 った子 どもは,ま ず世 話 し
て くれ る ス タ ッフ との 交流 か ら,グ ル ー プの対
人関係 の 中 に入 って行 く。 しか し,し ば しばス
タッフ と も交流 が で きな い こと もあ る。教 室 に
来 て も,1～2時 間マ ンガを一 人で読 んで帰 る子
もい る。来 室 して も,も っぱ らテ レビゲー ム を
して いて誰 と も しゃべ らない子 ど ももい る。逆
に,黙 々 と一 人で勉 強 をす る とい う形 で,他 者
と交流 しない子 ど も もい る。 この ような子 ども
に とって は,他 者 と交 流す る以 前 に,他 者 と空
間 を共 有 す る ことが第 一 の課題 なの で あ る。 マ
ンガ,テ レ ビゲ ーム,勉 強 はカサ ブ タの よ うな
もの であ る。 その子 の 傷 つ き易 い心 を保 護 して
い る。 だ か ら,そ れ を不用 意 に引 っぺ が しては
い けない。 まず は,そ の子 の居 方 を尊重 してあ
げ る必 要が ある。
適応 指 導教室 で の対 人交 流 は,ス タッフ との
交 流 か ら始 ま り,し だい に子 ども同士 の交流 へ
と発展 して い くこ とが 多 い。 ス タ ッフ との交 流
は,大 人 との交流 で あ る。子 ど もに とっ て,大
人 は 自分 を受 け入れ て くれ る存 在 であ る。 それ
に対 して,子 ど もど う しの交流 は,対 等 な交 流
で あ る。 ス タ ッフ との交 流 を 《タテの 関係》 と
考 え るな らば,子 ど も同 士 の関係 は 《ヨコの関
係》 とな る。適応 指導 教 室 では,ボ ラ ンテ ィア
の学 生 を受 け 入れ てい る ところ があ る。 この大
学 生 との 関 係 は,《 ナ ナ メの関係 》 に なる。学
生 ス タッフの存在 意義 は,タ テ か ら ヨコへ と展
開 してい く対 入関係 を媒 介す る働 きにある。
い ったん子 ども同士 の グルー プが形 成 され る
と,こ の グル ープ は生 き物 の よ うな ところが あ
る。一 度,走 り出す と,な か なか コ ン トロ ール
しに くい。 グルー プの 中で は,楽 しい こ とばか
りが起 きるわ けで は ない。悲 しい こ とや,つ ら
い こ とも起 きる。様 々な体験 を消 化す る こ とで,
その子 の 身 にな ってい くの で ある。 一度 動 き出
したグ ルー プの影響 力 は とて も強 い。小 グルー
プの体験 の中です ご く成長 す る子 ど ももいる し,
グル ープの展開 につい ていけ な くな る子 もいる。
グルー プの展 開 は,様 々な状 態 の子 ど もが い る
ので,ど の よ うな展 開 になる のか,読 み 切 れ な
い こ とが多 い。そ こで,グ ル ープ を利 用 しつ つ,
一対 一の面 接 相談 の時 間 を組み 合 わせ る こ と も
行 われ てい る。一 対一 の カ ウ ンセ リ ング は,基
本 的 に子 ど も自身のペ ー ス をカ ウ ンセ ラ ーが尊
重す る こ とがで きる。
(3)心 の消化機 能
適応 指導教 室で は,そ の子 の状 態 に合 わせ て,
柔軟 に対応 してい る。 そのため,「 適応指 導教室
で は,子 ど もをただ遊 ばせ て い るだ けで は ない
のか?」 とい う批 判 を浴 び るこ とがあ る。「適応
指導 教室 は,ぬ る ま湯 の ような もので あ る」 と
い う批判 を受 け るこ ともあ る。利用 者の親 も,同
じような疑 問 に基づ いて不 安 を感 じてい る こ と
が ある。「楽 な場 所 だか ら,一 度,そ の教 室 に入
れ た ら,二 度 と出 て こ られ な くな るので は ない
だろ うか?」 と心配 にな る。 「教 室 に馴 染んで し
ま う と,子 ど もが 自発的 にそ こか らで よ うと し
ないの で はな いだ ろ うか?」 と恐 れ てい るの で
あ る。
筆 者 は,こ れ らの批 判や恐 れ に対 して,「 適応
指導 教 室 は,お 粥の よ うな もの です」 と説明 し
てい る。適 応指 導教 室 に集 まって くる子 ど もた
ちは,病 み 上が りの よ うな状 態 であ る。本 人 の
消 化機 能 は弱 って い るので,そ れ に応 じた薄 味
な対 人関係 で ち ょうどいい ので あ る。本 人が 回
復 して くる と,い つ まで もお粥 を食べ てい る こ
とはない。 薄味 過 ぎて おい しく感 じな くな って
くる。 い つ まで も,ぬ る ま湯 か ら出 ない とい う
こ とはあ りえない 。本 人が,適 応指 導教 室の 中
・.
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にい る こ とが 物足 りな くなって きた り,窮 屈 に
な って くるので ある。
子 ど もの適 応指 導教 室 内で の変化 は,ゆ っ た
り した 回復 の ペ ー スであ る。 この ゆ った り した
ペー スの ア クセ ン トに なるのが ,《 行事 》 であ
る。一 番,大 きな行 事 は,キ ャ ンプで あ るだ ろ
う。 キ ャ ンプに参加 す る と,そ こを きっか け と
して,グ ッ と回復 の ピ ッチが速 くな る感 じがす
る。一方,そ こで の体験 を消化 で きない場 合は,
キ ャ ンプを契 機 と して,調 子 を崩 して しま うだ
ろ う。教 室 に も しば ら く顔 を出せ な くな って し
ま うこ と もあ る。 キ ャ ンプ参 加 が問題 に なる場
合 は,二 通 りあ る(修 学 旅行 な どの行 事 もこれ
に準 じる)。 ① 一つ 目は,本 人がその気 が ない に
もかか わ らず,親 や担任 教 師が なん とか参 加 さ
せ よう と して いる,あ るい は,参 加 して欲 しい
と望 ん で いる場 合で あ る。② 二つ 目は,周 囲 が
心 配 して いる に もか か わ らず,本 人が 参加 を表
明 してい る場 合 であ る。
① の場 合,親 や教師 は,「 キ ャ ンプの参 加が再
登校 の きっか けに なるの で はない だ ろ うか?」,
あ るいは,「 参加 で きた ことが,本 人の 自信 にな
るの で は ない だろ うか?」 と願 って い るこ とが
多い 。 この よ うな状況 で相 談 を受 け た場 合,筆
者 は 「キ ャ ンプは,カ ロ リーの高 い食事 の よ う
な もの だ」 と説 明 してい る。 キ ャ ンプに参加 す
る場 合 は,消 化機 能 の弱 って い る状 態 で トンカ
ツを食べ よ うと して い るの と同 じであ る。 そ こ
での 体験 を消 化 で きれ ば,身 にな る。 しか し,
消 化 で き なけれ ば,下 痢 を して し まうだ ろ う。
この よ うな形 で,親 や 教 師の願 い に釘 を刺 した
上 で,「 はた して本 人の現状 が 目の前 の体験 を消
化 で きるだ ろ うか?」 とい う点 につ い て話 し合
う。 こ こで,結 果 的 にキ ャ ンプに参 加す るこ と
にな るの か,な らないの か,そ こは重 要で ない。
この よ うな話 し合 い を通 して ,親 や教 師 が本 人
の心 理的 世界(特 に,本 人の担 ってい る苦 しみ)
につい ての 理解 を促 進 させ る こ とにポ イ ン トが
あ る。
一 方
,② の状 況で,親 や教 師か ら相 談 を受 け
た場 合,彼 らは心 配 しつ つ も期 待 して い る とい
う複 雑 な心境 にあ る。 筆者 の場 合,本 人の参 加
の意思 を尊 重 しつつ も,「現実 に参 加で きるかは,
当 日の朝 にな らなけれ ば 分か らないか ら,ド タ
キ ャン され て もが っか りしない よ うに」 と見 え
隠 れす る彼 らの期 待感 に釘 を刺 して お く。 そ の
上 で,(1)当 日,も し参 加 した場合 のため に,グ
ルー プ作 りな どの 下 ご しらえはで きて いるだ ろ
うか?(行 事 当 日か ら逆 算 して,こ れか ら準備
で きるだ ろ うか?),ま た,(2)途 中で リタイア
す る可能性 が あ るか ら,当 日の急 な呼 び出 しの
連 絡 に対応 で きだろ うか?,な どの話題 で 親 と
教 師 と話 し合 う。 ここで も,ポ イ ン トは,こ れ
らの 具体 的問題 の材 料 を切 り口 に して,本 人 の
現 状 をよ り深 く理解 しよ うとす る こ とが狙 い で
あ る。
VIポ ス ト ・サ ナ ギ
本論 文 におい て,筆 者 は思 春期型 不登 校 にお
け る 《サ ナギ ・イメー ジ》 を特 に大 切 な もの と
して強調 した、,サナギの殻 を無理 に破 こ うとす
れば,よ り深刻 な症状 を引 き起 こす ことになる。
そ こで,サ ナギ が 自分 の 力で艀 る まで待 ち,仮
に不登校 が解 決 した とす る。 その時,こ の よ う
な不登校状 態 を体験 した こ とは,何 らかの 欠陥
を後 に残 す ことがあ るの だ ろ うか?こ の問 い を
心 に留 めつつ ポ ス ト ・サ ナギ につ いて考 え て見
た い。
不登 校 は,い ず れ何 らかの形 を とって終 える。
例 えば,① 成 長 した 自分 と して蘇 るか も しれな
い。逆 に,② よ り病 的 な状 況へ と発展 して い く
か も しれ ない 。 あるい は,③ その ま ま,《 社 会
的 ひ きこ もり》 へ と移行す るか も しれ ない。
① の場 合は,サ ナギ が上手 くチ ョウへ と変 身
した場 合であ る。
② の 場 合は,不 登 校の 中 に隠 れて いた病 的状
態 が花 開 いて,本 格 的 な療養 生活 に入る場 合で
あ る。 成 人期 の本 格 的 な ノ イローゼや 精神病 の
《前 触 れ》 と して不 登校 を呈 す る場 合が あ る。
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ノ イローゼ や精神 病 の典 型 的 な症 状 を きれい に
出 す ため に は,あ る程 度の心 の 力の 成熟 が必 要
条 件 とな る。その ため,ノ イローゼや精神 病 は,
青 年期 以 降 に発 症 で きる よ うに なる。発 病の 条
件 が 出そ ろ うまで の 問,不 登校 は 《隠 れ蓑》 と
して利用 され るの であ る。
③ の場 合 は,サ ナ ギ状 態 を高 校時 代以 降 に ま
で持 ち越 した場 合 で あ る。 上述 した よ うに,不
登 校 の子 ど もは,あ くまで学校 に在 籍 してい る
か ら こそ,《 不 登 校》 なので あ る。 学校 を辞 め
て しまえば,た だの 人 にな って しま う。子 ど も
た ちは,学 校 に行 か な くて も歳 を とる。そ して,
義 務教 育 年齢 を過 ぎて家 に居 るぶ ん には,不 登
校 では な くなる。卒 業後,女 子の肩 書 きは,《 家
事 手伝 い》 とい うこ とに なる。 しか し,男 子 は
女子 と同 じにはな らい ない 。男子 が定 職 に就 か
ず,家 に居 る と,《 社会 的 引 きこ も り》 とい う
新 たな診断 ラベ ルが 貼 られ る。 「不登校 は,病 気
なのか?病 気 で ない のか?」 とい う議 論 も,結
局 は,社 会的要 請 との関数 関係 に よって決 まる。
社 会文 化の 変遷 に よって,い くらで も病 気の定
義 が変 わ る。最 近 は フ リー ター/フ リー ラ ンス
が増 えて,定 職 に付 か ないで いる とい うこ とは,
それ ほ どお か し く思 わ れ な くな っ た。 しか し,
まった く仕 事 を しな いで家 に入 る男性 を現在 の
日本社 会 は病 気 とみ な してい る。
不 登校 の子 ど もの ほ とん どは,学 校生 活 の 中
へ と戻 って行 く。 中学 生 の不登 校 は,長 期 化 し
やす い傾 向 があ る。 その た め,不 登校状 態 の ま
ま,卒 業 を迎 える こ と も多 い。筆 者 は,適 応指
導教 室 を コ ンス タ ン トに利 用で きて い た り,カ
ウ ンセ リングに継続 的に通 えて いた子 どもは,高
校 入学 を機 会 に復 帰 して い くこ とが 多 い印象 を
受 け てい る。 いず れ戻 る にせ よ,ど の よ うな状
況 でサ ナ ギ状態 を経 過 したか は,そ の後 の状況
に多 くの影 響 を与 え るだ ろ う。例 えば,① 白眼
視 されて,針 の莚 の よ うな家庭 で,そ の 時期 を
通過 した のか?逆 に,② 狭 い なが らも深 い心 の
居場 所 が あ り,サ ナ ギが温 か く守 られ たの か?
あ るい は,③ 自分 で もよ く分 か らない よ うな深
層心理 についての理解者 との出会いがあったの
か?こ の3つ の場合は,そ れぞれその後の状態
が違 うだろ うと思 う。で きるだけ良い環境でサ
ナギ状況 を守 る必要がある。不登校の了 どもを
抱 えた親は,必 ず不安 になる。担任 も同 じだろ
う。彼 らを支 えるあたたかな人間関係 と専門的
見通 しの必要性を重ねて強調 したい。
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